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通期連結業績予想に関するお知らせ 

 

 当社は、2025年５月12日に公表いたしました「2025年３月期決算短信〔日本基準〕連結」において、

「未定」としておりました2026年３月期通期の連結業績予想につきまして、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．2026年３月期通期の連結業績予想について（2025年４月１日～2026年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） － － － － － 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 550,000 12,000 8,000 0 0.00 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） － － － － － 

増 減 率 （ ％ ） － － － － － 

（ご参考）前 期 実 績 
（2025年３月期） 577,023 20,251 18,344 29,937 565.44 

 

２．業績予想公表の理由 

2026年３月期通期の連結業績予想については、米国における関税の影響、それに伴う世界経済へ

の影響、為替動向、地政学リスク等、不透明な要素が多々あり、合理的な算定が困難なことから、

未定としておりましたが、現時点において入手可能な情報や予測等に基づき、通期連結業績予想を

算定しましたので、公表いたします。 

売上高は、米国関税による米国を中心とした市況の悪化などから前年度から減収となる見通しで

す。また、損益面については、市況悪化に伴う減収影響に加え、米国関税によるコストアップに対

して価格改定や生産拠点最適化などの対策に取り組みますが、すべてのコスト増加を吸収するには

至らず、営業利益及び経常利益は減益となる見通しです。また、親会社株主に帰属する当期純利益

については、これらの要因に加え、前年度は当社グループの複合機及びオートＩＤシステムの開発

及び製造に関する事業を譲渡したことに伴う持分変動利益及びインクジェットヘッド事業の全て

を譲渡したことに伴う事業譲渡益を特別利益に計上していたことなどから減益となる見通しです。 

 

 



 

 

（補足情報） 

 

セグメント別連結売上高の2026年３月期通期予想 

 
前回発表予想

（Ａ） 
今回発表予想

（Ｂ） 
増減額  

（Ｂ－Ａ） 
増減率（％） 

（ ご 参 考 ）   
前 期 実 績 

(2025年３月期) 

 百万円 百万円 百万円 
 

百万円 

リテールソリューション － 344,000 － － 333,587 

ワークプレイスソリューション － 215,000 － － 247,099 

消去 － △9,000  － － △3,663 

連結売上高 － 550,000 － － 577,023 

（注）2025年３月期は、2026年３月期以降の新セグメント区分に組み替えて表示しております。 

 

セグメント別連結営業利益の2026年３月期通期予想 

 前回発表予想
（Ａ） 

今回発表予想
（Ｂ） 

増減額  
（Ｂ－Ａ） 

増減率（％） 
（ ご 参 考 ）   
前 期 実 績 

(2025年３月期) 

 百万円 百万円 百万円 
 

百万円 

リテールソリューション － 6,000 － － 8,098 

ワークプレイスソリューション － 6,000 － － 12,152 

連結営業利益 － 12,000 － － 20,251 

（注）2025年３月期は、2026年３月期以降の新セグメント区分に組み替えて表示しております。 

 

 

期中平均レートの2026年３月期通期予想 

 
前回発表予想

（Ａ） 
今回発表予想

（Ｂ） 
増減額  

（Ｂ－Ａ） 増減率（％） 
（ ご 参 考 ）   

前 期 実 績 
(2025年３月期) 

 円 円 円 
 

円 

平均レート（ＵＳ＄）円 － 145.06 － － 152.73 

平均レート（ＥＵＲ）円 － 164.80 － －  163.77 

 

※ 本資料に記載されている業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定

の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

― 以 上 ― 


